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特集

ソフトウェア基礎・応用論文特集の発行にあたって

ソフトウェア基礎・応用論文特集編集委員会

委員長　　中 島　　震

私たちの日常生活を支える社会基盤がソフトウェア

化すると共に，ソフトウェア・システムの高信頼化へ

の関心が高まっている．コンピュータといえばメイン

フレームの大型計算機であった時代は遠の昔であり，

今では身の回り至る所に，様々な姿形をしたコンピュ

ータが存在する．この流れは留まることを知らず，従

来はソフトウェアとの関わりが薄かった応用分野にも

ソフトウェアが浸透しつつある．様々な応用分野がソ

フトウェア化していくということは，当該分野の専門

家がソフトウェア開発に関わることである．必ずしも

ソフトウェアの専門家ではない．一方，ソフトウェア

は目にすることができず，自然法則に支配されるわけ

でもない．このような特徴をもつソフトウェアについ

ての科学的な成果を，わかりやすい技術に結実させる

ことが求められている．

本特集では，ソフトウェア開発に関わる技術につい

て，科学的な知見に基づく最新の研究成果を，広く共

有することを目的として，論文を公募した．御投稿頂

いた通常論文13編，レター 1編，に対して，厳正な査

読を行った結果，通常論文6編，レター 1編の計7編の

論文が採択された．

これらの採録論文7編は，ソフトウェア開発の様々

な側面に関わる．開発の上流工程を支援する要求工学

及びパターンに関する技術，開発工程をまたがるトレ

ーサビリティに関する技術，ソースプログラムの解析

や管理に関わる技術，プログラム自動検証の技術な

ど，多岐にわたる．いずれも，大規模化するソフトウ

ェアの開発を支える基礎的な研究の成果であり，産業

界での実適用が期待される重要な技術といえる．

最後に，本特集の企画から発行にあたって，興味あ

る研究成果をお寄せ下さった投稿者の皆様，ご多忙な

中，論文査読に協力して下さった査読委員の方々，企

画と編集に御尽力頂いた編集委員と幹事各位，ならび

に計画通りの特集発行に向けて御支援を頂いた学会事

務局の方々に，深くお礼を申し上げる．
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